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本
市
の
高
齢
化
率
は
、　
・
1
％
と
、栃
木
県
平
均
の　
・
0
％

33

26

を
大
き
く
上
回
り
、県
内
で
も
4
位
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す（
平
成　

年
国
勢
調
査
人
口
よ
り
）。

27

　

ま
た
、本
市
の
全
世
帯
の
う
ち
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

は
1
0
0
6
世
帯
、高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
は
9
7
6
世
帯
と
、全

体
の
約
2
割
の
世
帯
が
高
齢
者
だ
け
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
、地
域
で
の
支
援
が
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す（
平
成　
27

年　

月
1
日
時
点
：
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
実
態
調
査
よ
り
）。

10

　

さ
ら
に
、　

歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
及
び
要
介
護
・
要
支

65

援
へ
の
認
定
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
額
は
年
々
増
え
、平
成　

年
度
は
年
間
約　

億
円
と
、市
が

27

21

年
間
に
歳
出
す
る
金
額
の
約
2
割
を
占
め
て
い
ま
す
。介
護
認

定
の
主
な
原
因
と
し
て
は
、1
位
が「
認
知
症
」、2
位
が「
脳
血

管
疾
患
」と
な
り
、予
防
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成　
23

年
9
月
～
平
成　

年
2
月
分
）。

24

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、市
で
は
、お
年
寄
り
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

頼
ら
ず
、い
つ
ま
で
も
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
、様
々
な
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、そ
の
事
業
の
中
か
ら
、今
、注
目
が
集
ま
っ
て

い
る「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
里（
以
下
、「
ふ
れ
あ
い
の
里
」と
表
記
）」

の
紹
介
を
し
ま
す
。

ふれあいのふれあいの里里
っっててししっっててっっけけ？？

～介護予防で、はつらつ元気な幸齢者へ～介護予防で、はつらつ元気な幸齢者へ～～

特

集

ここうう
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高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
た
め
に
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
支
援
す
る
た
め
、市
で
は
、平
成　

年
か
ら

23

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」の
設
置
を
進
め
、現
在
ま
で

に
、　

ヶ
所
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま
し
た
。

11

　

こ
の
ふ
れ
あ
い
の
里
と
は
、地
域
に
住
む
お

年
寄
り
や
地
域
の
人
た
ち
が
交
流
す
る
こ
と
で

社
会
的
孤
立
の
解
消
を
図
っ
た
り
、要
介
護
状

態
と
な
る
の
を
予
防
し
た
り
す
る
た
め
に
、公

民
館
な
ど
の
身
近
な
場
所
を「
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
の
里
」と
位
置
づ
け
て
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー

の
み
な
さ
ん
が
、地
域
の
お
年
寄
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、楽
し
く
体
操
を
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
や
歌
を
う
た
っ
た
り
と
、高
齢
者
と
と

も
に
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、歯
科
衛
生
士
や
薬
剤

27

師
に
よ
る
口
腔
の
ケ
ア
に
関
す
る
教
室
や
薬
の

話
、子
育
て
世
代
と
の
交
流
な
ど
新
た
な
取
り

組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、ふ
れ
あ
い
の
里
は
、設
置
さ
れ
て
い
る

地
域
の
高
齢
者
が
利
用
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、本
市
に
住
む
高
齢

者
が
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る「
地
域

の
茶
の
間
」や
、「
ふ
れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
」と

い
っ
た
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

5
年
間
で
市
内

ヶ
所
に
設
置

11

地
域
で
支
え
合
う
ふ
れ
あ
い
の
里

①̝ ③̝ 

②̝ 

①閉じこもり予防や食事支援を目的とした「いきいきふれあいレストラン」②会話や食事
などが楽しめる「地域の茶の間」③薬剤師による「お薬の話」（興野ふれあいの里より）。

■
向
田
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年　

月
）

23

11

　

毎
週
金
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

旧
向
田
小
学
校

30

11

■
大
木
須
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
7
月
）

24

　

毎
週
火
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

大
木
須
集
会
所

30

11

■
月
次
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年　

月
）

24

11

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

月
次
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

30

11

■
横
枕
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
7
月
）

25

　

毎
週
火
曜
日　

午
後
1
時　

分
～
3
時　

横
枕
文
化
伝
承
セ
ン
タ
ー

30

■
大
桶
・
白
久
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
4
月
）

26

　

毎
週
月
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

大
桶
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

30

11

■
南
大
和
久
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
9
月
）

26

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
1
時　

分
～
3
時　

南
大
和
久
公
民
館

30

■
上
川
井
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
9
月
）

26

　

毎
週
火
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

上
川
井
公
民
館

30

11

■
興
野
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年　

月
）

26

10

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
9
時　

分
～　

時　

興
野
集
会
所

30

11

■
大
金
台
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
6
月
）

27

　

毎
週
木
曜
日　

午
前　

時
～　

時　

分　

大
金
台
公
民
館

10

11

30

■
仲
町
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
6
月
）

27

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
1
時　

分
～
3
時　

仲
町
公
民
館

30

■
下
川
井
上
ふ
れ
あ
い
の
里（
開
所
：
平
成　

年
9
月
）

27

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
9
時　

分
～　

時　

和
楽
館

30

11

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！

　

向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
場
と
し
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

【
地
域
の
茶
の
間
】「
誰
か
と
話
が
し
た
い
」「
行
く
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
」「
誰

か
と
お
茶
や
食
事
が
し
た
い
」と
考
え
て
い
る
方
を
対
象
に
自
由
に
過
ご

せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
毎
週
火
曜
日　

午
前　

時
～
午
後
2
時

10

料
金
：
1
0
0
円
程
度
、昼
食
代
別

【
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
】閉
じ
こ
も
り
の
予
防
や
食
事
支
援
を

目
的
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
：
毎
週
火
・
金
曜
日　

午
前　

時　

分
～
午
後
1
時

11

30

料
金
：
3
0
0
円（　

歳
以
上
の
市
内
在
住
の
人
）／
5
0
0
円（
一
般
の
人
）

65

場
所
：
向
田
2
1
8
7（
旧
向
田
小
学
校
）

問
合
：
向
田
ふ
れ
あ
い
の
里
緯
0
8
0－

8
8
4
7－

2
8
1
6

ふ
れ
あ
い
の
里
を
紹
介
し
ま
す
！



　大桶・白久ふれあいの里には、13人のス
タッフがいます。送迎や体操の指導を　回に1
つき　人体制で担当しています。そのため、農2
業などをやりながら、無理をすることなく活
動ができています。体操の指導をするにあた
り、気をつけていることは、体力面です。お年

寄りが相手ということもあり、
スピード、量など一人ひとり
に合った体操を紹介できるよ
う心がけています。体操につ
いては、レパートリーを増や
すために、新聞や雑誌、テレビ
などで健康運動が取り上げら
れていたらそれを覚えて指導
するようにしています。

　老人会の活動が途絶えてから、この小さな
地域にも関わらず、名前も顔も知らない人が
多くいました。しかし、ふれあいの里を立ち上
げてからは、今まで挨拶しなかった人でも立
ち話が増え、まちが一気に明るくなったよう
に思えます。また、大きな変化といえば、今年
　月に仲町内で火災が起きた7
ときには、炊き出しの連絡や
手配などスムーズな声かけが
できました。今までだったら
行動にも移さなかったはず…。
ふれあいの里には、健康の維
持という目的のほかに、地域
のきずなが深まるということ
に気付かされました。

聞
い
て
み
ま
し
た
！
ふ
れ
あ
い
の
里
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　ふれあいの里に参加すると生きるファイト
がわいてくるような気がします。スタッフの
みなさんが教えてくれる体操をすることもそ
うですが、なんといっても、地域の人と会話を
することが一番の楽しみです。以前は、両隣の
家の人くらいしか会話がありませんでした。

しかし、ふれあいの里に参加
し、いろんな人と会話をする
ことで、今まで話したことが
なかった人の良い所が見えて
きて面白いなと思います。そ
れに、ふれあいをとおして、皆
さんの笑顔が間近で見られる
ことが私にとっての長生きす
る秘訣だと思います。

　東京から那須烏山市に移り住んで20年が
経ちました。大金台に住む人たちは、ほとんど
が県外から来た人たちばかり。そのため、集ま
る機会もなければ、交流する機会もありませ
ん。私は、畑仕事や日曜大工…と趣味が多く、
一人で過ごす時間がほとんどでした。けれど、
今では、ふれあいの里に誘っ
てくれたスタッフのおかげで、
友だちも増え、笑顔も増えま
した。参加しなかったら、ここ
に住む仲間たちと知り合うこ
とはなかったと思います。こ
の取り組みが市内でもっと増
えたらいいのではないかと思
います。

大金台ふれあいの里
　　　　　　利用者
八木沢良朗さん（82）

大桶・白久ふれあいの里
　　　　　　  スタッフ
菊地正幸さん（62）

仲町ふれあいの里
　　　　スタッフ
丸山美和子さん（80）

南大和久ふれあいの里
　　　　　　　利用者
雫ヨシノさん（80）

4広報なすからすやま ２０１6.11

　ふれあいの里連絡協議会は、平成26年　月に設立されました。年に　回、市内11ヶ所あるふれ7 2
あいの里のスタッフが集まり、情報交換をしたり、運動指導法を確認したりしています。
　現在、ふれあいの里全体で抱えている問題としては、スタッフの後継者不足です。そこで多いの
が、「毎週はでられないし…」という声。しかし、地域によっては、うまく分担をして、月に　回程度1
の担当で回しているところもあります。勤めている人はなかなか難しいですが、自分の生き甲斐づ
くりにもピッタリだと思います。仕事を退職した皆さんにスタッフとして参加してもらえるか一
度考えてもらいたいです。また、ふれあいの里ももっと増やすべきだと思っています。私も今は、運
営する立場ですが、いつかは自分たちも利用することになるでしょう。今のうちから、お年寄りの憩
いの場として地域に密着し、少しでも介護予防につながるような土台づくりができればいいなと思います。

ふれあいの里連絡協議会
　　　　　　　　　会長
駒場不二夫さん（65）
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ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

と
お
し
て
分
か
っ
た
ふ
れ
あ
い
の
里
の
最
大
の

魅
力
は
、「
誰
か
に
会
う
こ
と
」、「
何
か
に
出
会

う
こ
と
」で
す
。新
し
い
友
人
が
で
き
た
人
や
、

明
る
い
性
格
に
な
っ
た
人
、新
た
な
趣
味
を
見

つ
け
た
人
な
ど
、活
動
を
と
お
し
て
、こ
の
出
会

い
が
新
た
な
自
分
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、現
在
、ふ
れ
あ
い
の
里
は
、市
内

　

ヶ
所
。　

ヶ
所
あ
る「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」と

11

39

比
べ
て
も
少
な
く
、認
知
度
は
低
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、市
で
は
、地
域
全
体
で
お
年
寄
り
の
介

護
予
防
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

平
成　

年
ま
で
に　

ヶ
所
の
設
置
を
目
指
し
、

31

20

住
民
の
自
主
的
な
介
護
予
防
活
動
の
立
ち
上
げ

を
応
援
し
て
い
ま
す
。従
来
ま
で
は
、い
き
い
き

サ
ロ
ン
か
ら
ふ
れ
あ
い
の
里
へ
と
活
動
を
転
換

し
た
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、最

近
で
は
、仲
町
や
大
金
台
の
よ
う
に
一
か
ら
設

置
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
加
速
化
に
よ
り
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、供

給
不
足
が
予
測
さ
れ
て
い
る
今
、住
民
主
体
の

介
護
予
防
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
た
め
、土
台
作
り
を

す
る
の
は
今
で
す
。み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
立

ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。そ
し
て
、た
だ
年
を
取

る
だ
け
で
な
く
、い
つ
ま
で
も
幸
せ
な
生
活
を

送
る
た
め
に
、「 
幸 
齢
者
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

こ
う

市
で
は
ふ
れ
あ
い
の
里
の

立
ち
上
げ
を
応
援
し
ま
す
！

よくある質問～ふれあいの里Q&A～
Ｑ　．対象者は？1
Ａ　．介護予防事業の対象者は、原則的に地域の65歳以上1

の高齢者が対象です。
　　　※65歳以上でも、スタッフとして活躍している人も

います。
Ｑ　．身体を動かすのが苦手だけど大丈夫？2
Ａ　．大丈夫です。自分ができる範囲で身体を動かしま2

しょう。
Ｑ　．女の人が多いイメージ。男の人も参加していいの？3
Ａ　．もちろんです。割合的に女性が多いですが、男性も積3

極的に参加してください。
Ｑ　．実施頻度や時間は？4
Ａ　．週　回、　時間30分程度で行っています。4 1 1
　　　※利用日、利用時間帯は、地域と市の話し合いにより

決定します。
Ｑ　．スタッフの体制は？5
Ａ　．地域でふれあいの里管理運営委員会を設立していた5

だきます。実際に介護予防事業を運営するスタッフ
は、　回の開催あたり　～　人程度。そのほか送迎ス1 2 3
タッフ（できれば男性　人）も確保が必要です。1

Ｑ　．いきなりスタッフってできるの？6
Ａ　．事業開始をする前にスタッフ研修を行います。また、6

運営が安定するまで市でも応援にうかがいます。

Ｑ　．運営主体は？予算は？7
Ａ　．市が、ふれあいの里管理運営委員会に事業を委託して7

行います。基本的にはボランティアでお願いをしていま
すが、市から委託料をお支払いします。（参加料は無料）

Ｑ　．公民館などの改修が必要かもしれません。費用は出8
ますか？

Ａ　．地域で運営委員会を設立し、実施することが決定す8
れば、公民館などの改修費用として市から補助金を
交付します。トイレ改修やエアコン、テレビなどの準
備品購入に使用することができます。

Ｑ　．事業開始までのスケジュールは？9
Ａ　．①地域住民への説明会の開催　②設立総会　③公民9

館などの改修　④スタッフ募集　⑤スタッフ研修　
⑥事業開始　という流れで進めていきます。

Ｑ10．自治会で「いきいきサロン」はやっているけど「ふれ
あいの里」にすると、どう変わるの？

Ａ10．月　回から週　回の開催になり活動が増え、その分、1 1
認知症予防や運動効果も上がります。また、行政主導
から地域主導になるため、地域に合った活動が可能
になり、つながりも強化されます。Ｑ　やＱ　にある7 8
ように、市からの補助金や委託料等の支援を受ける
ことができます。

■詳しい内容などは、健康福祉課緯0287－88－7115
までお問い合わせください。
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月　

日
昇
、市
と
那
須
烏
山
市
認

10

18

知
症
連
携
推
進
協
議
会（
杉
浦
啓
太
会
長
）

に
よ
る
、「
第
5
回
那
須
烏
山
市
介
護
予

防
大
会
」が
烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
、地

域
住
民
1
3
2
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、認
知
症
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、一
人
ひ
と
り

の
理
解
を
深
め
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
今
、介
護
予
防

の
必
要
性
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
毎
年

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、恒
例
と
な
っ
た
栃
木
県
消

費
生
活
リ
ー
ダ
ー
連
絡
協
議
会
烏
山
支

部（
萩
原
宣
子
代
表
）に
よ
る
寸
劇「
予
防

が
一
番
、認
知
症
！
で
も
な
っ
て
も
だ

い
じ
だ
よ
、那
須
烏
山
市
」が
披
露
さ
れ

第
5
回
那
須
烏
山
市
介
護
予
防
大
会

認
知
症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
を

ま
し
た
。劇
で
は
、軽
度
認
知
症
の
症
状

の
例
や
、認
知
症
の
人
を
見
か
け
た
と

き
の
対
処
法
、市
が
行
う
認
知
症
に
関

す
る
相
談
会
や
講
座
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、群
馬
大
学
名
誉

教
授
で
認
知
症
専
門
医
の
山
口
晴
保
教

授
を
講
師
と
し
て
招
き
、「
認
知
症
予
防

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
、な
っ
て
も
安

心
な
地
域
づ
く
り
」と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。山
口
教
授
は
、認
知
症

は
高
齢
者
の　

％
に
も
な
る
こ
と
を
踏

15

ま
え
、「
長
生
き
を
し
た
け
れ
ば
、認
知

症
を
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
」と
話
し
、食

事
や
運
動
に
よ
る
予
防
法
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、「
実
践
し

た
い
」と
い
う
声
も
聞
こ
え
、介
護
予
防

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

寸劇で認知症の症状などを紹介。

予防法などを講演する山口教授。

■
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
～
認
知
症
の
方
と
ご
家
族
の
た
め
に
～

　

日
時
：
毎
月
第
4
木
曜
日　

午
後
2
時
～
4
時

　

場
所
：
市
民
カ
フ
ェ　

番
館（
中
央
2－

8－
　

）

35

32

　

問
合
：
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
察
0
2
8
7－
　

－

7
1
1
5

88

■
オ
レ
ン
ジ
サ
ロ
ン
ほ
っ
と
茶
屋

　

日
時
：
毎
月
第
2
日
曜
日　

午
前　

時
～
正
午

10

　

場
所
：
ほ
っ
と
か
ら
す
や
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
野
上
1
6
2
3－

1
）

　

問
合
：
察
0
2
8
7－

　

－

0
5
1
5

80

■
駅
前
広
場
～
タ
ッ
チ
～
よ
つ
ば
カ
フ
ェ

　

日
時
：
毎
月
第
2
土
曜
日　

午
後
2
時
～
3
時　

分
30

　

場
所
：
駅
前
広
場「
タ
ッ
チ
」（
南
2－

2－

3
）

　

問
合
：
察
0
2
8
7－

　

－

3
3
7
6

84

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会（
丸
山
眞
一
会

長
）に
よ
る
、「
小
地
域
見
守
り
研
修
会
」が

　

月　

日
昭
、南
那
須
公
民
館
で
開
か
れ
、

10

20

地
域
住
民
な
ど
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、N
P
O
法
人
に
い
が
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長

の
李
仁
鉄
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
災
害
時

に
も
活
き
る
！
地
域
住
民
同
士
の
見
守
り

助
け
合
い
活
動
」に
つ
い
て
の
講
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。講
話
の
中
で
は
、李
さ
ん
が
、

平
成　

年
に
新
潟
県
で
起
き
た
豪
雨
災
害

16

で
被
災
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
立
ち
上
げ
た
実
体
験
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
域
の
役

割
や
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
掴
む
大
切
さ
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

李
さ
ん
は
、「
災
害
が
起
き
て
か
ら
で
は

遅
い
。普
段
の
人
脈
や
信
頼
感
が
災
害
時

に
役
に
立
つ
」と
、災
害
時
を
想
定
し
、平

常
時
か
ら
地
域
が
で
き
る
役
割
に
つ
い
て

参
加
者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

那
珂
川
の
清
流
を
守
る
会（
松
本
國

夫
会
長
）で
は
、　

月　

日
掌
、那
珂
川

10

16

に
架
か
る
大
桶
の
八
溝
大
橋
付
近
で

河
川
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

た
。ま
た
、同
会
で
は
、年
内
に
荒
川
の

清
掃
も
行
う
ほ
か
、那
珂
川
が
面
す

る
茂
木
町
や
大
田
原
市
な
ど
で
も
活

動
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

も
し
認
知
症
に
な
っ
た
ら
…
？

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

那
珂
川
の
清
流
を
守
る
会

清
掃
活
動
で
那
珂
川
を
き
れ
い
に

実体験を語る李さん実体験を語る李さん。。

災害支援から
地域の役割を学ぶ

小地域見守り活動研修会
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同
会
は
、生
活
排
水
な
ど
で
汚
れ

る
那
珂
川
水
系
を
き
れ
い
な
川
に
戻

し
、後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
今
年
3

月
に
発
足
。会
員
は
、南
那
須
地
区
の

漁
協
関
係
者
や
建
築
業
協
会
、地
域

住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
に
は
、会
員
や
地
域
住
民
な

ど
約　

人
が
参
加
し
、八
溝
大
橋
を

80

中
心
に
約
2
㎞
に
わ
た
り
、空
き
缶

や
ご
み
拾
い
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

松
本
代
表
は
、「
県
内
外
か
ら
訪
れ

た
観
光
客
に
那
珂
川
が
き
れ
い
だ
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活
動
を
広

げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し

八
溝
大
橋
付
近
で
行
わ
れ
た
清
掃
活
動
。

　

市
で
は
、「
那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」

の
指
定
に
向
け
て
、那
須
烏
山
地
域
の

地
形
・
地
質
・
化
石
な
ど
の
自
然
や
文
化

遺
産
を
市
民
や
観
光
客
に
解
説
す
る
ガ

イ
ド
を
育
成
す
る
た
め
、「
ジ
オ
ガ
イ
ド

養
成
講
座
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

1
回
目
と
な
っ
た　

月
2
日
掌

は
、

10

「
小
学
生
向
け
地
層
観
察
ガ
イ
ド
」の
講

座
が
開
か
れ
、地
域
住
民　

人
が
参
加

20

し
ま
し
た
。当
日
は
、曲
畑
や
大
里
、志

鳥
、中
山
地
内
に
あ
る
地
層
を
観
察
。小

学
生
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
を

基
本
に
、県
立
博
物
館
の
学
芸
員
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
観
察
す
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
、指
導
方
法
が
説
明
さ
れ
、参

加
者
は
ガ
イ
ド
と
し
て
の
知
識
を
学
び

ま
し
た
。

　

今
後
は
、　

月　

日　
に「
滝
駅
周
辺

11

23

（水・祝）

の
コ
ー
ス
ガ
イ
ド（
龍
門
の
滝
な
ど
）」、　12

月　

日
松

に「
大
金
駅
周
辺
の
コ
ー
ス

17
ガ
イ
ド（
荒
川
の
蛇
行
地
形
と
化
石
産
地
な

ど
）」、1
月　

日
松

に「
小
塙
駅
周
辺
の

14

コ
ー
ス
ガ
イ
ド（
荒
川
の
崖
の
地
層
な
ど
）」、

2
月
5
日
掌

に「
三
箇
～
下
川
井
周
辺

の
コ
ー
ス
ガ
イ
ド（
荒
川
の
崖
の
地
層
と
ブ

ナ
な
ど
）」が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

時
間
や
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、今
後

発
行
す
る「
広
報
お
知
ら
せ
版
」を
ご
覧

く
だ
さ
い
。本
市
の
魅
力
を
学
び
、ガ
イ

ド
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

6
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
募
集
を

し
て
い
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
3
人

が
決
定
し
、　

月
か
ら
活
動
を
開
始

10

し
ま
し
た
。今
回
、任
命
さ
れ
た
の
は
、

榎
本
真
紀
子
さ
ん（
埼
玉
県
出
身
）、田

中
勇
人
さ
ん（
東
京
都
出
身
）、市
田
久

美
子
さ
ん（
北
海
道
出
身
）で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、都
市

地
域
か
ら
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
住
民
票
を

移
動
し
、生
活
の
拠
点
を
移
し
た
者

を
地
方
公
共
団
体
が「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
」と
し
て
委
嘱
す
る
も
の
。

隊
員
は
、一
定
期
間
、地
域
に
移
住
し

て
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産

品
の
開
発
・
販
売
、P
R
な
ど
地
域
お

こ
し
の
支
援
、農
林
水
産
業
へ
の
従

事
、住
民
の
生
活
支
援
な
ど「
地
域
協

力
活
動
」を
行
い
な
が
ら
、地
域
へ
の

定
住
・
定
着
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
の
同
協
力
隊
の
任
命
期
間
は

平
成　

年
3
月
ま
で
の
単
年
度
を
基

29

本
に
最
長
3
年
ま
で
延
長
可
と
し
て

い
ま
す
。今
後
、各
種
地
域
づ
く
り
団

体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。

　

な
お
、3
人
の
隊
員
の
紹
介
や
、今

後
の
取
り
組
み
な
ど
は「
広
報
な
す

か
ら
す
や
ま　

月
号
」で
紹
介
し
ま

12

す
。

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

養
成
講
座
で
ガ
イ
ド
を
育
成

地
層
を
観
察
す
る
参
加
者
。

県知事選挙のお知らせ
【投票時間が午後7時までとなります】
◇告示日　11月　日（木・祝）3
◇投開票日　11月20日（日）
◇投票時間　午前　時～午後　時7 7
※今回の選挙から、本市の当日投票の終
　了時間が　時間早まります。1
【期日前投票・不在者投票】
◇期間　11月　日（金）～19日（土）4
◇時間　午前　時30分～午後　時8 8
◇場所　・期日前投票：烏山庁舎市民室・
南那須庁舎市民ホール・不在者投票：烏山
庁舎　階総務課2
※期日前投票・不在者投票の時間は従来
どおりです。
■問合　選挙管理委員会（総務課内）
緯0287－83－1117

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
！

10

左
か
ら
、田
中
さ
ん
、市
田
さ
ん
、榎
本
さ
ん
。
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上：日本語で発表した7人の外国人。
下：フラダンスを披露した「レイ・プルメリア」。

　

市
国
際
交
流
協
会（
束
原
民
範
会
長
）に
よ

る「
日
本
語
発
表
会
」が
、　

月　

日
掌
、烏

10

16

山
公
民
館
で
開
か
れ
、地
域
住
民
な
ど　
58

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、本
市
に
在
住
す
る
外

国
人
が「
日
本
に
来
て
思
っ
た
こ
と
」や

「
将
来
の
夢
」な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
設
定
し
た

テ
ー
マ
を
も
と
に
、日
本
語
で
発
表
す
る

も
の
で
、今
年
で
4
回
目
に
な
り
ま
す
。今

回
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、ア
メ
リ
カ
な
ど
5
か
国
7
人
が
参
加
。

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、練
習
し
た
日
本
語

を
披
露
す
る
と
、観
客
か
ら
、発
表
者
へ
温

か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
レ
イ
・
プ
ル
メ

リ
ア
」に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

優
雅
な
音
楽
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
観
客
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
交
流
協
会「
日
本
語
発
表
会
」

外
国
人
7
人
が
夢
や
想
い
を
語
る

平成
28年度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果　

　

市
民
向
け
英
会
話
教
室「
な
す
か

ら
英
語
塾
」の
後
期
コ
ー
ス
が　

月
10

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
英
語
塾
は
、「
市
英
語
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
」の
一
環
で
、烏
山
の
山
あ
げ

行
事
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産

代
表
一
覧
へ
の
登
録
に
よ
り
、本
市

へ
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、世
界
中
で
共
用

語
と
し
て
使
わ
れ
る
英
語
に
多
く
の

市
民
が
関
心
を
持
ち
、楽
し
く
学
び

な
が
ら
英
会
話
を
身
に
付
け
て
も
ら

お
う
と
、昨
年
6
月
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

始
ま
っ
た
当
初
は
、「
初
級
・
中
級

ク
ラ
ス
」の
み
で
し
た
が
、昨
年
後
期

コ
ー
ス
か
ら
は「
上
級
ク
ラ
ス
」も
加

わ
り
、延
べ
1
9
9
人
が
受
講
し
ま

し
た
。ま
た
、今
年
か
ら
は
、さ
ら
に

「
観
光
ガ
イ
ド
ク
ラ
ス
」も
加
わ
る
な

ど
、よ
り
実
践
的
な
会
話
が
学
べ
る

と
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
後
期
コ
ー
ス
か
ら
、カ
ナ

外
国
語
指
導
員
に

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ガ
ン
さ
ん

ダ
出
身
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ガ
ン
さ

ん
が
外
国
語
指
導
員
と
し
て
英
語
塾

の
指
導
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
は
、「
英
語
が
話

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、世
界
中

の
人
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
に
英
語
を
分
か
り

や
す
く
教
え
た
い
」と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

出身：カナダ・エドモントン
年齢：26歳
趣味：音楽鑑賞・ギター・バス

ケットボール・武道
一言：頑張りますので、よろ

しくお願いします。

外国語指導員
スティーブン・ガンさん

なすから英語塾

英語で発表をする上級クラスの受講生英語で発表をする上級クラスの受講生。。

後期コースがスタート
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小
学
6
年
生
と
中
学
3
年
生
を
対
象
に
文
部
科
学
省
に
よ
る「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」が
行
わ
れ
、本
市
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
が
参
加
し
ま
し

た
。こ
の
調
査
は
、児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、児
童
生
徒
へ

の
指
導
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
力
調
査
に
つ
い
て
は
、国
語
と
算
数（
数
学
）の
2
教
科
で
、そ
れ
ぞ
れ
、

A
問
題（
主
と
し
て「
知
識
」を
問
う
問
題
）と
B
問
題（
主
と
し
て
知
識
を「
活
用
」す
る
力
を
問
う
問

題
）に
分
け
て
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
た
ち
に
生
活
習
慣
や
授
業
へ

の
取
組
な
ど
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
尋
ね
る
方
法
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
り
把
握
で
き
る
学
力
や
学
習
状
況
は
一
部
分
の
た
め
、す

べ
て
を
測
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
調
査
結
果
概
要
と
傾
向
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
力
調
査
の
結
果

の
国
語
に
お
い
て
は
、「
読
む
こ
と
」の
領
域
の
問
題
が

全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
り
ま
し
た
。ま
た
、算
数
に

お
い
て
は
、「
数
と
計
算
」と「
量
と
測
定
」の
領
域
の
問

題
が
高
い
正
答
率
で
し
た
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、各
教
科
と
も
全
国
及
び
県
の

平
均
正
答
率
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。国
語
A
の
言
葉

の
適
切
な
使
い
方
に
関
す
る
問
題
の
正
答
率
が
高
く
、

全
国
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
し
た
。一
方
で
、国
語
の「
書
く

こ
と
」「
読
む
こ
と
」や
数
学
の「
図
形
」「
資
料
の
活
用
」

の
領
域
の
問
題
は
、課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
問
紙
調
査
の
た
め
、「
し
て
い
る
」及
び「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
し
て
い
る
」を
肯
定
的
な
回
答
と
し
て
集
計

し
、全
国
と
比
較
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、小
・
中
学
校
で

顕
著
な
傾
向
を
示
す
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

※（　

）内
の
数
字
は
、全
国
と
の
差
1
％
を
1
p［
ポ
イ

ン
ト
］と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、プ
ラ
ス
は「
＋
」、マ
イ

ナ
ス
は「
△
」と
し
ま
す
。

（
1
）
学
習
習
慣

①
家
で
は
、学
校
の
授
業
の
復
習
を
よ
く
し
て
い
る
。

・
小
学
校
：　
・
0
％（
+
1
・
8
p
）

57

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、各
教
科
と
も
県
の
平
均
正
答

率
を
や
や
上
回
る
結
果
で
し
た
。そ
の
中
で
、算
数
A
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
る
結
果
で
し
た
。小
学
校

・
中
学
校
：　
・
8
％（
＋　
・
8
p
）

64

13

②
休
日
の
学
習
時
間
が
長
い
児
童
生
徒
の
割
合
が
高
い
。

・
小
学
校
：
1
時
間
以
上　
・
0
％（
+
3
・
0
p
）

60

・
中
学
校
：
2
時
間
以
上　
・
1
％（
＋
9
・
0
p
）

49

③
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合（
通
塾
率
）

は
、全
国
と
比
べ
低
い
。

・
小
学
校
：　
・
3
％（
△　
・
7
p
）

30

15

・
中
学
校
：　
・
0
％（
△　
・
1
p
）

47

14

（
2
）生
活
習
慣

①
毎
日
同
じ
時
刻
に
寝
る
児
童
生
徒
が
多
く
、平
日
は

寝
る
時
刻
が
全
国
平
均
よ
り
早
い
。

・
小
学
校
：
午
後　

時
前　
・
1
％（
+　
・
5
p
）

10

64

14

・
中
学
校
：
午
後　

時
前　
・
6
％（
+
8
・
7
p
）

11

45

②
ゲ
ー
ム
、携
帯
電
話
に
時
間
を
費
や
す
児
童
生
徒
が
、

全
国
よ
り
や
や
少
な
い
。

・
小
学
校
：
ゲ
ー
ム
を
2
時
間
以
上　
・
2
％（
△
4
・
5
p
）

25

・
中
学
校
：
携
帯
電
話
を
1
時
間
以
上　
・
3
％（
△

44

3
・
5
p
）

（
3
）規
範
意
識

①
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、進
ん
で
助
け
て
い
る
児

童
生
徒
が
多
い
。

・
小
学
校
：　
・
9
％（
+
7
・
3
p
）

91

・
中
学
校
：　
・
6
％（
+
5
・
8
p
）

89

（
4
）地
域
や
社
会
と
の
か
か
わ
り

①
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
児
童
生
徒

が
多
い
。

・
小
学
校
：　
・
2
％（
+
7
・
3
p
）

75

・
中
学
校
：　
・
9
％（
+　
・
7
p
）

56

11

　

学
力
調
査
と
学
習
状
況
調
査
の
相
関
か
ら

○
家
で
、自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強（
宿
題
や
予
習
・
復

習
）を
し
て
い
る
児
童
生
徒
ほ
ど
、正
答
率
が
高
い
。

○
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て
い
る
児
童
生
徒
ほ
ど
、

正
答
率
が
高
い
。（
早
寝
・
早
起
き
、朝
食
を
と
る
な
ど
）

○
き
ま
り
や
約
束
を
守
っ
て
生
活
し
て
い
る
児
童
生
徒

ほ
ど
、正
答
率
が
高
い
。

学
習
状
況
調
査
の
結
果

■
調
査
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と

●
平
日
、携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時
間
が

長
い
生
徒
は
、全
て
の
教
科
で
正
答
率
が
低
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。規
則
正
し
い
生
活
習
慣

や
学
習
時
間
の
確
保
が
、学
力
向
上
に
大
切
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
で
は
、ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
含
む
）に
費
や
す
時
間
が
長
い
児
童
生
徒
の
割
合

が
、昨
年
度
ま
で
よ
り
低
く
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。各

校
に
お
い
て「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
」を
設
定
し
て
、家
庭

学
習
を
行
っ
た
り
家
族
と
話
を
し
た
り
す
る
時
間
を
設
け

る
よ
う
に
し
た
効
果
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、小
・
中
学
校
に
お
い
て
、学
力
向

上
に
関
し
て
指
導
的
立
場
に
立
つ
教
職
員
を
育
成
す
る
た

め「
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事
業
」を
今
年
度
か
ら

実
施
し
、授
業
の
質
的
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、「
確
か
な
学
力
」の
育

成
を
図
る
た
め
、一
層
の
取
り
組
み
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

◇
学
校
教
育
課　

緯
0
2
8
7−

　

−

6
2
2
2

88

スーパーティーチャー育成事業での研修会。

小学6年生と中学3年生を対象に行われているサタデースクール。
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女
子
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
日
本
一
を
決
め
る「
第　
49

回
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権（
公
益
財
団

法
人
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
）」が
、9
月　

日
昭

か
ら

29

　

月
2
日
掌

ま
で
、烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

10で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
権
に
は
、1
2
0
人
の
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ

ア
選
手
が
出
場
。烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
所

属
の
プ
ロ
・
塩
田
亜
飛
美
選
手
や
、那
珂
川
町
出
身

の
ア
マ
チ
ュ
ア
・
吉
川
桃
選
手
も
出
場
し
、活
躍
を

見
せ
ま
し
た
。白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
一
目
見
よ
う

と
、4
日
間
で
2
万
5
4
3
3
人
の
観
客
が
全
国

か
ら
詰
め
掛
け
ま
し
た
。大
会
前
日
の　

日
昌

に

28

は
、練
習
ラ
ウ
ン
ド
が
無
料
公
開
さ
れ
、8
4
8
人

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

昨
季
賞
金
女
王
の
イ
・
ボ
ミ
選
手
、前
回
王
者
の

チ
ョ
ン
・
イ
ン
ジ
選
手
、笠
り
つ
子
選
手
、菊
地
絵

里
香
選
手
ら
国
内
外
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
が
出
場
し
た
中
、ア
マ
チ
ュ
ア
の
畑
岡
奈
紗

選
手
が
通
算
4
ア
ン
ダ
ー
の
2
8
0
で
初
優
勝
し
、

ア
マ
チ
ュ
ア
で
初
め
て
国
内
メ
ジ
ャ
ー
大
会
を
制

覇
。同
時
に
、　

歳
2
6
3
日
で
史
上
最
年
少
優
勝

17

記
録
も
塗
り
替
え
ま
し
た
。

　

大
会
期
間
中
、イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、様
々
な
催

し
が
開
か
れ
ま
し
た
。市
で
も
、営
業
戦
略
推
進
部

隊
に
よ
る
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

観
光
P
R
な
ど
、魅
力
発
信
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

市
と
J
A
な
す
南
で
は
、2
位
の
掘
琴
音
選
手
に
、

米
2
俵
と
と
ち
ぎ
和
牛
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

見事優勝を勝ち取った畑岡選手見事優勝を勝ち取った畑岡選手。。全国から大勢の観客が詰め掛けた会場全国から大勢の観客が詰め掛けた会場。。

営業戦略推進部隊によるパッティングコーナー営業戦略推進部隊によるパッティングコーナー。。
烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク

烏
山
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ララ
ブ
で

日
本
女
子
オ

日
本
女
子
オ
ーー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権

　

市
内
6
店
舗
の
そ
ば
店
で
構
成
さ
れ

る
那
須
烏
山
そ
ば
組
合（
長
山
登
組
合
長
）

那
須
烏
山
そ
ば
組
合

桔
梗
寮
で
そ
ば
打
ち
を
披
露

　
　

月
2
日
掌
、 

月
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で「
第
2
回
東
京 

月
堂

10
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会（
東
京 

月
堂
銀
座
主
催
）」が
開
催
さ
れ
、そ

の
参
加
費
の
一
部
約　

万
円
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま

16

し
た
。こ
の
寄
付
金
は
、今
後
、市
の
福
祉
活
動
の
資
金
と
し
て
運
用

さ
れ
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
で　

万
円
を
福
祉
活
動
へ
寄
付

16 で
は
、　

月　

日
昌
、桔
梗
寮
の
子
ど
も

10

19

た
ち
や
ス
タ
ッ
フ
に
、約　

食
分
の
そ

70

ば
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
地
域
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
2
年
前

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、年
に
1
回
、組

合
員
が
市
内
の
施
設
を
訪
問
し
て
い
ま

す
。訪
問
で
は
、組
合
員
に
よ
る
そ
ば
の

手
打
ち
が
披
露
さ
れ
、そ
の
手
際
の
良

さ
に
子
ど
も
た
ち
は
目
が
釘
付
け
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、子
ど
も
た
ち
に
そ
ば
が
提

供
さ
れ
る
と
、「
お
い
し
い
」と
に
っ
こ

り
と
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

そば打ちを間近で見学する子どもたち。


